
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち
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今月の主な内容（Contents）

９

台風シーズン到来、あなたの備えは万全ですか？

下水道の早期接続をお願いします

平成 23 年度香美町消防団各支団消防操法大会

役場各課などからのお知らせ　　ほか

－ゴール目指して
　　　　　　Let's Go 三輪車－

第 9回爆笑三輪車大会

　8月 6 日の第 38 回村岡ふる里祭りで行われ

た「爆笑三輪車大会」。

　体を小さく折りたたんだ選手が三輪車に乗り

込んで必死にペダルをこぐ姿に、沿道に詰めか

けた観客から笑いの渦が起きていました。

（本号 14ページに関連記事を掲載）
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平成 23 年（2011）
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

台
風
な
ど
に
よ
る
風
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
か
ら
「
大
切
な
家
族
」
を
守
る
た
め
に
…

あ
な
た
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

　

昨
年
の
台
風
発
生
数
は
14
個
（
平
年
値
26

・
７
個
）
で
、
台
風
の
統
計
を
開
始
し
た
昭

和
26
年
（
１
９
５
１
年
）
以
降
で
最
も
少
な

い
も
の
で
し
た
（
気
象
庁
資
料
）。

　

し
か
し
、
今
年
は
す
で
に
10
個
の
台
風
が

発
生
し
て
い
て
（
８
月
10
日
現
在
、
気
象
庁

資
料
）、
年
間
で
最
も
発
生
数
が
多
い
と
さ

れ
る
９
月
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年

は
台
風
だ
け
で
は
な
く
短
時
間
で
の
集
中
豪

雨
な
ど
も
全
国
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

風
水
害
へ
の
備
え
が
ま
す
ま
す
大
事
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
は
地
震
な
ど
と
は

違
い
、
最
新
の
気
象
情
報
を
入
手
し
、
早
め

の
対
策
や
避
難
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
一
度
、
皆
さ
ん
の
周
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

万
全
の
備
え
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

台
風
と
集
中
豪
雨

　

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
災
害
に
は
、
風
水
害
、
高
潮
、
土
砂
災

害
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
単
独
で

は
な
く
複
合
し
て
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　

台
風
の
進
路
や
規
模
は
気
象
情
報
に
よ
っ

て
あ
る
程
度
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

台
風
が
ど
の
程
度
の
被
害
を
も
た
ら
す
か
は
、

地
形
、
前
線
、
気
圧
配
置
な
ど
に
大
き
く
左

右
さ
れ
、
事
前
に
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
集
中
豪
雨
は
短
時
間
の
う
ち
に
狭

い
範
囲
に
集
中
し
て
大
量
の
雨
を
降
ら
せ
る

た
め
、
そ
の
予
測
は
困
難
で
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
事
前
の
備
え
、
早
め

の
避
難
が
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

土
砂
災
害
の
危
険
性

　

土
砂
災
害
に
は
「
が
け
崩
れ
」「
土
石
流
」

「
地
す
べ
り
」
な
ど
が
あ
り
、
ひ
と
た
び
台

風
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
集
中
し
て
雨
が
降
る

と
、
こ
れ
ら
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
回
あ
た
り
の
雨
量
は
少
な
く
て

も
「
短
期
間
に
台
風
が
何
度
も
襲
来
」、「
大

雨
が
連
続
」
し
た
場
合
や
、
山
の
斜
面
な
ど

で
風
倒
木
（
強
風
に
よ
る
倒
木
）
が
大
量
に

発
生
し
た
場
合
も
土
砂
災
害
が
起
こ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

土
砂
災
害
の
前
触
れ

　

多
く
の
場
合
、
山
の
斜
面
や
河
川
に
次
の

よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

現
象
を
見
聞
き
し
た
場
合
は
早
め
に
非
難
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
現
象
以
外

に
も
、
普
段
か
ら
危
険
だ
な
と
感
じ
て
い
る

場
所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
土
石
流
】

・
山
鳴
り
（
地
鳴
り
）
が
す
る

・
川
が
急
に
に
ご
り
流
木
が
混
じ
っ
て
い
る

・
川
の
水
位
が
下
が
る

・
異
様
な
（
腐
っ
た
）
に
お
い
が
す
る

【
地
す
べ
り
】

・
沢
や
井
戸
の
水
が
に
ご
る

・
地
面
や
山
の
斜
面
に
亀
裂
が
入
る

・
山
の
斜
面
な
ど
か
ら
わ
き
水
が
吹
き
出
す

・
今
ま
で
出
て
い
た
わ
き
水
が
止
ま
る

・
家
や
擁
壁
に
亀
裂
が
入
る

【
が
け
崩
れ
】

・
が
け
に
割
れ
目
が
見
え
る

・
が
け
か
ら
水
が
吹
き
出
す

・
が
け
か
ら
小
石
が
落
ち
て
く
る

・
木
の
根
な
ど
の
切
れ
る
音
が
す
る

※ 

こ
の
よ
う
な
前
触
れ
を
見
聞
き
し
た
場
合

は
、
役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
健
康

福
祉
課
ま
で
至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

　

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
風
水
害
、

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
防
災

情
報
を
正
し
く
理
解
し
、
日
ご
ろ
の
備
え
や

「
も
し
も
」の
時
の
早
め
の
避
難
が
大
切
で
す
。

　

防
災
は
『
忘
災
』
で
す
！

　

忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
災
害
に
対
し

て
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
を
守

る
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
再
度
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
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ご
存
知
で
す
か
？

　

避
難
に
関
す
る
情
報

　

台
風
の
接
近
な
ど
で
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
、
役
場
か
ら
皆
さ
ん
へ
避
難

情
報
を
発
令
し
ま
す
。
こ
の
避
難
情
報
に
は

３
種
類
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
違
い
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
適
切
な
行
動
を
と
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

①
避
難
準
備

　

い
つ
で
も
避
難
が
で
き
る
よ
う
に
、
気
象

情
報
な
ど
に
注
意
し
て
避
難
の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
に
時
間
が
か
か
る
要

援
護
者
は
避
難
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

②
避
難
勧
告

　

近
隣
の
皆
さ
ん
と
助
け
合
い
な
が
ら
指
定

さ
れ
た
避
難
場
所
に
速
や
か
に
避
難
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

③
避
難
指
示
（
命
令
）

　

直
ち
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
避
難
場
所
ま

で
行
く
余
裕
が
な
い
場
合
は
、
高
い
建
物
に

移
る
な
ど
、
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

防災ネット香美（ひょうご防災ネット）

　携帯電話などのメール機能、ホー

ムページ機能を利用して、皆さんに

直接、緊急情報（地震情報・津波情

報・気象警報）、避難情報などを送

信します。

　また、平常時には防災の心得や災

害時の緊急連絡先など防災情報を掲

載しています。

　登録は次の

ＱＲコードか

ホームページ

（http://bosai.

n e t / k am i /）

から行えます。

兵庫県ＣＧハザードマップ

　洪水、土砂災害、津波、高潮など

による危険度や避難に必要な情報

など、地域の風水害情報をホーム

ページ（http://www.hazardmap.pref.

hyogo.jp/）で提供しています。郵便

番号や住所、地図から検索すること

ができますので、皆さんの周りの危

険個所を事前に把握しましょう。

フェニックス共済

　あらゆる自然災害を対象に、災害

発生時に被害を受けた住宅の再建・

補修を支援するフェニックス共済

（兵庫県住宅再建共済制度）。年額

5,000 円の負担で最高 600万円 ( 半

壊以上の場合 ) の給付があります。

　災害はいつ発生するか分かりませ

ん。「もしも」「まさか」

に備えて、ぜひ加入し

ましょう。（本号にチ

ラシを添付）

家
の
周
り
を
点
検
す
る

　

家
屋
を
点
検
し
、
浸
水
や
強
風
に
備
え
ま

し
ょ
う
。
必
要
が
あ
れ
ば
事
前
に
修
理
や
補

強
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
品
を
準
備
す
る

　

避
難
指
示
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
す

ぐ
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
も
の
を
そ

ろ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確
認
す
る

　

避
難
が
夜
間
に
な
っ
た
り
洪
水
な
ど
で
道

路
が
損
壊
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
普

段
か
ら
安
全
な
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
き
、

い
ざ
と
い
う
と
き
す
ぐ
に
避
難
場
所
に
行
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

断
水
に
備
え
る

　

飲
料
水
の
確
保
の
ほ
か
、
浴
槽
の
水
を

張
っ
て
お
く
な
ど
生
活
用
水
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。

停
電
に
備
え
る

　

避
難
情
報
が
い
つ
で
も
入
手
で
き
る
よ
う

携
帯
ラ
ジ
オ
を
準
備
し
、
予
備
の
電
池
も
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
懐
中
電
灯
も
忘
れ

ず
に
！

万一に備えよう！

チェック２

非常用持出品
・非常食（3日分を目安に）

　□ 飲料水（一人当たり 1日 3ℓ）

　□ 乾パン

　□ 缶詰（缶切りも）

　□ レトルト食品など

・衣類

　□ 下着類　　　□ 軍手

　□ 防寒着　　　□ 靴・靴下

　□ 雨具など

・医療品

　□ 常備薬　　　□ 三角巾

　□ 包帯　　　　□ 生理用品

　□ 消毒薬など

・貴重品

　□ 現金　　　　□ 通帳・印鑑

　□ 免許証　　　□ 保険証など

・その他

　□ 携帯ラジオ　□ 懐中電灯

　□ 予備の電池など

※上記はあくまでも一例です。

　 これ以外に必要なものがないか、

家族で話し合いましょう。

そろってますか？

チェック 1

家屋の備え
・屋根

　□ かわらが割れていないか

　□ かわらがずれていないか

　□ トタンが固定できているか

　□ アンテナが固定できているか

・ベランダ

　□ 強風で飛ばされるものはないか

・窓ガラス

　□ ひび割れや破損はないか

　□ ぐらついていないか

・雨どい

　□ 落ち葉などが詰まっていないか

　□ つなぎ目が外れていないか

・雨戸

　□ ぐらついていないか

・屋外設置物

　□ 強風で飛ばされるものはないか

　□ ガスボンベは固定できているか

※ 上記以外にも、側溝や排水溝な

どを掃除し、水の流れをスムー

ズにするなど、家屋とその周辺

を点検しましょう。

万全ですか？
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※ 接続率は、各処理区の人口に対する下水道接続人口の割合。ただし、
人口減により接続率が減になる場合があります。

※カッコ内は当該処理区内で供用開始した最も早い区域の年月。

各処理区別下水道接続率（今年 7月末現在）

　

「
あ
そ
こ
の
家
も
ま
だ
下
水
道
に
接
続
し
て
な
い
じ
ゃ
な
い
。
う
ち

だ
け
じ
ゃ
な
い
わ
」、「
も
っ
と
汚
れ
た
水
を
流
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
」
…
。

　

下
水
道
へ
の
接
続
推
進
の
た
め
に
各
家
庭
な
ど
を
訪
問
す
る
と
、
こ

ん
な
声
が
返
っ
て
き
ま
す
。
み
ん
な
で
下
水
道
へ
接
続
し
、
将
来
の
香

美
町
に
美
し
い
海
や
川
を
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

町
内
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
下
水
道
の
整
備
が
完
了
し
て
い
ま

す
（
下
水
道
接
続
率
は
下
表
の
と
お
り
）。
供
用
が
始
ま
っ
た
地
域
の

皆
さ
ん
は
、
早
期
に
下
水
道
へ
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
工
場
の
汚
水
を
下
水
道
へ
流
す
場
合
は
、
事
前
の
届
出
や
、

工
場
排
水
の
水
質
改
善
の
た
め
に
新
た
に
排
水
設
備
の
設
置
が
必
要
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課
・
各
地
域
局
農
林
建
設
課

私
た
ち
の
宝
〝
海
や
川
〞
を
汚
さ
な
い
よ
う

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で
下
水
道
へ

の
接
続
工
事
を
行
う
場
合
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
（
平

成
23
〜
25
年
度
）。
詳
し
く
は
役

場
観
光
商
工
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・ 

助
成
額
…
工
事
費
（
税
込
み
）
が

20
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対

し
、工
事
費
の
10
％
（
上
限
10
万
円
）

利
子
補
給
制
度

　

く
み
取
り
式
や
浄
化
槽
を
設
置

し
て
い
る
一
般
家
庭
が
、
町
内
の

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
を
行
う
場
合
、

町
が
利
子
の
一
部
を
補
給
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
利
子
補
給
率
な

ど
は
、
役
場
上
下
水
道
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
種
施
設
設
置
補
助
制
度

　

下
水
道
の
集
合
処
理
区
内
の
宅

地
を
対
象
に
、
地
下
水
の
か
ん
養

や
水
資
源
の
有
効
利
用
を
目
的
と

し
た
、
次
の
よ
う
な
補
助
事
業
が

あ
り
ま
す
。

香

住

区

処理区
接続率

増減 供用開始年月
Ｈ 22.7 Ｈ 23.7

香住 43.1％ 46.5％ 3.4％ H18.5（一部 H16.3）

奥佐津 79.8％ 81.4％ 1.6％ H14.8（一部 H13.4）

相谷 85.1％ 85.8％ 0.7％ H13.4

安木 82.1％ 89.2％ 7.1％ H11.1

佐津 98.3％ 98.1％ △ 0.2％ H9.3

柴山 74.1％ 74.2％ 0.1％ H15.3（一部 H13.4）

長井北 94.7％ 94.6％ △ 0.1％ H9.3

長井南 92.8％ 93.8％ 1.0％ H10.3

余部 96.5％ 95.6％ △ 0.9％ H11.4

鎧 92.9％ 92.6％ △ 0.3％ H12.4

御崎 85.7％ 87.0％ 1.3％ H13.4

区全体 61.4％ 63.5％ 2.1％

村

岡

区

処理区
接続率

増減 供用開始年月
Ｈ 22.7 Ｈ 23.7

村岡 89.6％ 90.4％ 0.8％ H12.12（一部 H9.3）

兎塚 70.5％ 72.6％ 2.1％ H16.12（一部 H14.3）

射添 81.3％ 82.5％ 1.2％ H17.12（一部 H10.11）

大笹 96.5％ 97.9％ 1.4％ H16.12（一部 H2.1）

山田 84.6％ 85.0％ 0.4％ H15.8（一部 H14.10）

境 74.1％ 72.7％ △ 1.4％ H16.3

作山 64.5％ 66.7％ 2.2％ H17.1

区全体 83.7％ 84.9％ 1.2％

小

代

区

処理区
接続率

増減 供用開始年月
Ｈ 22.7 Ｈ 23.7

小代北 74.7％ 76.0％ 1.3％ H15.3（一部 H14.3）

小代南 71.1％ 73.6％ 2.5％ H14.6（一部 H14.4）

神場 46.0％ 48.9％ 2.9％ H14.4

区全体 73.7％ 75.4％ 1.7％

浄
化
槽
の
転
用

　

下
水
道
へ
の
接
続
で
不
要
に

な
っ
た
浄
化
槽
を
転
用
し
、
庭
の

花
や
家
庭
菜
園
へ
の
水
や
り
な
ど

に
利
用
で
き
る
よ
う
雨
水
を
貯
め

る
貯
留
槽
（
有
効
容
量
１
・
８
㎥

以
上
）
に
改
造
す
る
場
合
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・ 

補
助
額
…
改
造
工
事
費
の
３
分

の
２
（
上
限
10
万
円
）

雨
水
貯
留
施
設

　

屋
根
に
降
っ
た
雨
水
を
容
量
２

０
０
ℓ
以
上
の
タ
ン
ク
に
た
め
て
、

庭
の
花
や
家
庭
菜
園
の
水
や
り
な

ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

・ 
補
助
額
…
購
入
費
お
よ
び
設
置

工
事
費
の
３
分
の
２
（
上
限
５

万
円
）

雨
水
浸
透
施
設

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
し
た
敷
地

で
も
、
屋
根
や
敷
地
内
に
降
っ
た

雨
水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・ 

補
助
額
…
購
入
費
お
よ
び
設
置

工
事
費
の
３
分
の
２
（
上
限
５

万
円
）
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「
香
美
町
交
流
バ
ス
」
を
始
め
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
企
画
課
・
各
地
域
局
地
域
振
興
課

皆
さ
ん
の
交
流
や
親
睦
を
深
め
る
た
め
に

　

町
内
の
施
設
な
ど
を
見
学
す
る
場
合
に

役
場
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
た

「
香
美
町
民
号
（
バ
ス
ツ
ア
ー
）」。

　

さ
ら
に
各
区
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
親
睦

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
回
「
香

美
町
交
流
バ
ス
」
と
し
て
次
の
と
お
り
運

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
条
件

　

① 

町
内
の
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
が
、

各
区
間
の
町
民
相
互
の
交
流
や
親
睦

を
深
め
る
た
め
に
行
う
こ
と

　

② 

利
用
人
数
が
お
お
む
ね
15
〜
26
人
ま

で
で
あ
る
こ
と

　

③
運
行
範
囲
が
町
内
で
あ
る
こ
と

申
し
込
み
方
法

　

役
場
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
行
程
表
を
添
付
し
て

原
則
、
利
用
予
定
日
の
10
日
前
ま
で
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
に
助
成
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
企
画
課

独
身
男
女
に
「
出
会
い
の
場
」
を
…

　

町
で
は
、
過
疎
化
・
少
子
化
対
策
と
し
て
、

独
身
男
女
に
出
会
い
の
場
な
ど
を
提
供
す
る

「
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
」
を
行
う
団
体
な

ど
に
対
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
人
や
町
内
に
勤
務
す

る
人
を
対
象
に
、
結
婚
支
援
を
目
的
に
出
会

い
の
場
な
ど
を
提
供
す
る
個
人
、
団
体
、
企

業
対
象
事
業
（
主
な
も
の
）

　

独
身
男
女
が
参
加
す
る
次
の
イ
ベ
ン
ト
。

た
だ
し
、
こ
れ
以
外
に
も
該
当
す
る
場
合
が

あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
企
画
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

・
出
会
い
の
場
イ
ベ
ン
ト

　

・
自
己
啓
発
（
魅
力
ア
ッ
プ
）
講
座

　

・
講
演
会
な
ど

助
成
内
容

　

一
つ
の
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
）
に
対
し
て
上

限
10
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
助
成
の
対
象
と
な
る
経
費
は
次
の

も
の
で
す
。

　

・
会
場
使
用
料

　

・
バ
ス
借
り
上
げ
料

　

・
司
会
者
謝
礼

　

・
郵
券
、
通
信
料

　

・
材
料
、
消
耗
品
な
ど

　

※ 

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
飲
食
代
、
宿
泊
代

な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
方
法

　

役
場
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
10
月
31
日
（
月
）
ま
で
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
内

容
を
審
査
の
う
え
助
成
の
決
定
を
通
知
し
ま

す
。

生
肉
の
調
理
や
加
熱
不
足
に
ご
注
意
を
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

Ｏ
‐
１
５
７
な
ど
の
腸
管
出
血
性
大
腸
菌ど

の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

　

Ｏ
‐
１
５
７
な
ど
は
、
菌
の
つ
い
た
食
べ

物
や
水
な
ど
が
口
か
ら
入
る
こ
と
で
感
染
し

ま
す
。
ま
た
、
感
染
者
の
使
っ
た
タ
オ
ル
の

共
用
や
風
呂
の
お
湯
、
ト
イ
レ
の
ド
ア
ノ
ブ

な
ど
か
ら
も
感
染
し
ま
す
。

感
染
を
防
ぐ
に
は

① 

食
品
は
十
分
加
熱
（
75
℃
・
１
分
以
上
）
す
る
。

② 

生
肉
の
調
理
に
使
用
し
た
ま
な
板
、
包
丁
、

食
器
な
ど
は
よ
く
洗
浄
し
、
熱
湯
な
ど
で

十
分
消
毒
を
す
る
。

③ 

焼
き
肉
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
際
、
肉
を
扱

う
は
し
と
食
事
用
の
は
し
を
区
別
す
る
。

④ 

調
理
前
や
食
事
前
に
は
手
を
洗
う
習
慣
を

つ
け
る
。

感
染
し
て
し
ま
っ
た
ら
…

① 

発
熱
、
嘔お

う

と吐
、
出
血
を
伴
う
下
痢
な
ど
の

症
状
が
現
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

② 

感
染
者
の
入
浴
し
た
風
呂
の
お
湯
を
使
わ

な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
二
次
感
染
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

③ 

ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
、
食
事
前
な
ど
に
は
、

せ
っ
け
ん
で
汚
れ
を
よ
く
洗
い
流
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
手
洗
い
用
消
毒
薬
で
消

毒
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
腸
菌
は
、
家
畜
や
人
の
腸
の
中
に
も
存

在
し
、
ほ
と
ん
ど
の
種
類
の
大
腸
菌
は
無
害

で
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
下げ

り痢
や
腹
痛
な

ど
人
に
害
を
及
ぼ
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
毒
素
を
作
り
だ
す
も
の
は
出

血
性
下
痢
の
原
因
と
な
り
「
腸
管
出
血
性
大

腸
菌
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的

な
も
の
が
Ｏ
‐
１
５
７
で
そ
の
ほ
か
に
も
Ｏ

‐
26
や
Ｏ
‐
１
１
１
な
ど
が
あ
り
ま
す
。



広報 ふるさと香美 2011.9 － 6

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

地域医療
今、私たちにできること…

●問い合わせ先　役場健康課地域医療対策室

　

医
療
、
住
民
、
行
政
が
手
を
携
え
、

地
域
医
療
を
通
し
て
よ
り
良
い
地
域
社

会
を
目
指
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む

人
々
が
健
康
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
で
少
し
ず
つ
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
８
月
18
〜
20
日
に
県
立
但

馬
長
寿
の
郷
（
養
父
市
）
で
行
わ
れ
た

「
第
４
回
総
合
診
療
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
」

を
紹
介
し
ま
す
。

とき ところ 内容

9月 15日（木）

　13:30 ～ 14:30
柴山保育所

「子どもの予防接種について」

公立香住病院　小児科　大塚拓治医師

9月 28日（水）

　13:00 ～ 14:30
香住区中央公民館

「地域における疾病の特徴」

公立香住病院　外科　宇田憲市医師

9月 29日（木）

　14:00 ～ 16:00
小代総合センター

「高血圧と食事の塩分制限」、「終末期医療のお話」など

公立村岡病院　石田長次病院長、同院研修医

10月 4日（火）

　14:00 ～ 15:00
佐津地区公民館

「あなたの最期はどうしますか」

公立香住病院　田村英明副院長

今後の香美町地域医療巡回講座

※地区に関らず、どの講座でもお気軽にご参加ください。

とき ところ 講師

9月 18日（日）

　10:00 ～ 11:30

高井子育て・子育

ち支援センター

公立豊岡病院

　総合診療科　南 建輔医師

小児救急巡回セミナー「子どもの救急 ～こんなときどうする～」

▲藤澤さん（写真左）、藤井さん（写真右）

地
域
医
療
を
体
感
し
、

　
　
　
　
　
　
　

志
も
熱
く
！

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
主
に
県
の
養
成
す
る

医
学
生
な
ど
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
を
志
す

学
生
が
但
馬
の
各
公
立
病
院
で
の
実
習
な
ど

を
通
し
て
、
但
馬
の
医
療
の
現
状
、
そ
し
て

地
域
医
療
を
体
感
す
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
約
50
人
の
う
ち

県
の
養
成
す
る
医
学
生
は
39
人
で
、
卒
業
後

は
、
一
定
期
間
、
県
内
の
公
立
病
院
で
勤
務

し
ま
す
。

　

８
月
19
日
に
は
但
馬
内
の
各
公
立
病
院
で

実
習
が
行
わ
れ
、
本
町
の
２
公
立
病
院
で
は

合
わ
せ
て
13
人
が
地
域
に
出
向
い
て
訪
問
診

療
、
訪
問
看
護
な
ど
の
地
域
医
療
の
現
場
を

体
感
し
ま
し
た
。

地
元
出
身
の
参
加
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
小
代
区
出
身

の
藤
澤
亮あ

き

ひ

ろ裕
さ
ん（
鳥
取
大
学
医
学
部
１
年
）

と
藤
井
紗さ

よ代
さ
ん
（
県
立
大
学
看
護
学
部
４

年
）
に
、
地
域
医
療
へ
の
熱
い
志
を
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
の
担
い
手
と
し
て
成
長
す
る

若
者
を
私
た
ち
が
支
え
る
こ
と
。
私
た
ち

に
で
き
る
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
但
馬
の
地
域

医
療
に
つ
い
て
、
よ
り
深
く
考
え
る
機

会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
を
関
係
者
の
皆

さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
小
代
区

出
身
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
医
師
不
足
や

医
師
の
地
域
偏
在
と
い
う
問
題
を
実
感

し
な
が
ら
育
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

将
来
は
、
地
域
に
密
着
し
、
地
域
の

こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
医
師
に
な
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。（
藤

澤
さ
ん
）

　

今
回
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、
但
馬

地
域
の
医
療
職
の
皆
さ
ん
が
熱
い
思
い

を
持
っ
て
医
療
を
行
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
何
が
で
き

る
か
を
常
に
考
え
、
多
職
種
が
連
携
し

て
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
訪
問
看
護
師

と
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
場
所
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
関

わ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。（
藤
井
さ
ん
）

▲訪問看護を実習する皆さん
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

あ
な
た
の
大
切
な
人
、
苦
し
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

 　
　
　
　
　
　
　

９
月
10
〜
16
日
は
「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す 

　

わ
が
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
10
年
以
降
連
続
し
て

３
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
で
は
、
誰
も
が
心
の
健
康
を
損
な
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
殺
を
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、

身
近
な
問
題
と
し
て
受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
周
り
の
人
、
そ
し
て
あ
な
た
の
大
切
な

人
が
自
殺
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促
す

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら

じ
っ
く
り
と
見
守
る

　心の病気や社会・経済的な問題など

を抱えているようであれば、公的相談

機関や医療機関などの専門家へ相談す

るよう促しましょう。

　また、相談を受けた人も一人で抱え

込まず、プライバシーに配慮した上で、

本人の置かれている状況や気持ちを理

解してくれる家族、友人、上司や民生

児童委員などに協力を求め、連携をと

りましょう。

　身体や心の健康状態について自然

な雰囲気で声を掛け、あせらずに優

しく寄り添いながら見守りましょう。

　必要に応じ、家族、

友人、上司や民生児童

委員などと連携をとり、

専門家に情報を提供し

ましょう。

周
り
の
人
の
悩
み
に

気
付
き
、
耳
を
傾
け
る

　発言や行動・体調の変化など、心の

悩みなどを抱えている人が出すサイン

に早めに気づきましょう。また、悩み

を話してくれたら、時間をかけて、で

きる限り耳を傾けましょう。

　話題をそらしたり、訴えや気持ちを

否定したり、表面的な励ましをしたり

することは逆効果です。本人の気持ち

を尊重し、共感した上で、相手を大切

に思う自分の気持ちを伝えましょう。

皆さんの力で救える「いのち」があります…

一人ひとりができること

□ ゆううつな気分が続き、悲しくなる

□ 原因不明の身体の不調が続く

□ アルコールの量が増す

□ 安全や健康が保てない

□ 仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする

□ 職場や家庭でサポートが得られない

□ 本人にとって価値のあるもの（職、家族など）を失う

□ 重症の病気にかかる

□ 自殺を口にする

□ 自殺未遂に及ぶ

気をつけよう「自殺のサイン」
◇いのちと心のサポートダイヤル

　【短縮ダイヤル♯ 7500】

　℡ 078・382・3566

　・月～金曜日 18:00 ～翌 8:30

　・土、日、祝日 24時間

◇こころの健康電話相談

　℡ 078・252・4987

　受付／火～土曜日 9:30 ～ 15:30

　　　　（11:30 ～ 13:00 は除く）
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ジオ
パー
クキャラ

クターのデザインを募集！ジオ
パー
クキャラ

クターのデザインを募集！

　賢い消費者になりましょう！

消 生 活費 相談

こんな
とき、どうする？

～ 詐欺的な投資トラブルにご用心 ～

【ひとことアドバイス】

◇ 「あなただけが儲かる」ようなうま

い話はないので、きっぱりと断りま

しょう。

◇ 支払ってしまったお金を取り戻すこ

とは大変困難です。申し込みや支払

いを急がせる場合があっても、あわ

てて支払わないようにしましょう。

◇ 金融商品取引を行う業者には、登録

が義務づけられています。登録の有

無は金融庁ホームページで確認でき

ますが、金融庁などが「業者の信用

度」を保証しているわけではありま

せん。

●役場消費生活相談窓口

　（役場町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）
●たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

＜消費生活相談窓口＞
※相談無料で秘密は厳守 !!

　「上場間近と勧誘され購入したが、

いまだに上場しない」などの未公開

株の相談が増えています。

　最近の勧誘方法は…

　・複数の業者を登場させる「劇場型」

　・官公庁を装う「公的機関装い型」

　・高値買い取りを約束する「代理購入型」

　・ 過去に未公開株を購入したことのある消

費者に被害回復ができるように誘って未

公開株を購入させる「被害回復型」

◆
募
集
作
品　

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ま
ち
「
香
美

町
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
町
内
の
ジ
オ
サ

イ
ト
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

◆
サ
イ
ズ
な
ど

　

Ａ
４
（
２
１
０
㎜
×
２
９
７
㎜
）
サ
イ

ズ
の
未
発
表
の
作
品

◆
応
募
方
法
な
ど

　

役
場
に
備
え
付
け
の
応
募
票
（
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
応
募
作
品
と
一
緒
に
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
提
出
は
役
場
へ
持
参
す
る
か

郵
送
（
メ
ー
ル
可
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
応
募
に
際
し
て
は
募
集
要
項
を

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
上
の
注
意

・ 

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
ま
た
、

一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

・ 

応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
最
優
秀
作
品
の
権
利
は
、

香
美
町
に
帰
属
し
ま
す
（
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

・ 

最
優
秀
作
品
（
採
用
作
品
）
に
は
賞
状

と
賞
金
５
万
円
を
贈
呈
し
ま
す
。

◆
応
募
期
限　

　

10
月
25
日
（
火
）
午
後
５
時

　

（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

　山陰海岸ジオパークのうち、町内のジオ

サイトなどを広く PRするため、新キャラク

ター（着ぐるみ）のデザインを募集します！

　松葉くん、かすみちゃんなどに続く新た

なキャラクターを生み出してみませんか。

●問い合わせ（応募）先　役場観光商工課

香美町版
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▲小代支団小型ポンプ操法の部
　優勝　小代第 5分団

▲村岡支団小型ポンプ操法の部
　優勝　村岡第 8分団

▲香住支団小型ポンプ操法の部
　優勝　香住第一分団

▲小代支団ポンプ車操法の部
　優勝　小代特設第 2分団

▲村岡支団ポンプ車操法の部
　優勝　村岡特設第 4分団

▲香住支団ポンプ車操法の部
　代表　香住特設分団

流
し
た
汗
と
積
み
重
ね
た
努
力
の
成
果
を
披
露
！

平
成
23
年
度 

香
美
町
消
防
団
各
支
団 

消
防
操
法
大
会

　

消
防
団
員
は
、
町
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
日
ご

ろ
か
ら
訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
の
大
会
は
「
水
出
し
操
法
」
で
、
よ
り
実
践
に
近

い
操
作
を
競
い
ま
す
。
各
分
団
は
、
結
束
力
を
高
め
、
士
気

・
規
律
・
迅
速
な
行
動
・
動
作
に
磨
き
を
か
け
、
大
会
に
挑

み
ま
し
た
。

　

町
内
各
支
団
ご
と
に
、
消
防
操
法
大
会
（
８
月
21
日
香
住

支
団
、
７
月
31
日
村
岡
支
団
、
７
月
24
日
小
代
支
団
）
が
行

わ
れ
、
ポ
ン
プ
車
操
法
は
優
勝
分
団
が
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

は
優
勝
と
準
優
勝
の
分
団
が
９
月
24
日
（
土
）
に
新
温
泉
町

の
浜
坂
漁
港
周
辺
で
開
催
さ
れ
る
美
方
郡
消
防
操
法
大
会
に
、

各
支
団
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
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●
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
の
部
（
１
本
の
高
さ
）

　

１
位　

６
・
28
ｍ　

後
垣
晶
一
さ
ん
（
香
住
区
大
谷
）

　

２
位　

５
・
62
ｍ　

小
田
垣
恵
さ
ん
（
香
住
区
大
野
）

　

３
位　

５
・
55
ｍ　

原　

久
さ
ん
（
香
住
区
八
原
）

　
●
フ
ァ
イ
ブ
ひ
ま
わ
り
の
部
（
５
本
の
高
さ
の
合
計
）

　

１
位　

29
・
30
ｍ　

後
垣
晶
一
さ
ん
（
香
住
区
大
谷
）

　

２
位　

26
・
1
ｍ　

小
田
垣
恵
さ
ん
（
香
住
区
大
野
）

　

３
位　

25
・
82
ｍ　

原　

久
さ
ん
（
香
住
区
八
原
）　

●
多
輪
の
部
（
１
本
の
花
の
数
）

　

１
位　

１
４
３
個　

小
田
垣
恵
さ
ん
（
香
住
区
大
野
）

　

２
位　

１
３
０
個　

上
田
あ
や
子
さ
ん
（
村
岡
区
宿
）

　

３
位　

１
１
０
個　

安
田
裕
至
さ
ん
（
香
住
区
下
岡
）　

●
特
別
賞

　

農
道
に
１
ｍ
間
隔
で
ひ
ま
わ
り
を
植
え
、
約
１
０
０
ｍ

の
「
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
」
を
完
成

　

上
田
信
芳
さ
ん
（
村
岡
区
宿
）

　

丹
精
込
め
て
育
て
た
ひ
ま
わ
り
の

高
さ
や
花
の
数
を
競
う
ジ
ャ
ン
ボ
ひ

ま
わ
り
コ
ン
ク
ー
ル
も
今
年
が
19
回

目
。
今
回
は
町
内
か
ら
19
人
の
応
募

が
あ
り
、
計
測
の
結
果
、
次
の
と
お

り
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
日
本
一
の
快
挙
を
達

成
し
た
後
垣
晶
一
さ
ん
（
香
住
区
大

谷
）
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
の
部

と
フ
ァ
イ
ブ
ひ
ま
わ
り
の
部
の
２
部

門
を
制
覇
。「
土
作
り
に
加
え
、
植

え
床
の
整
備
や
施
肥
、
水
管
理
を
徹

底
し
た
結
果
、
１
位
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
だ
大
き
い
だ
け
で

な
く
、
昨
年
の
日
本
一
に
恥
じ
な
い

よ
う
な
立
派
な
ひ
ま
わ
り
を
育
て
よ

う
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
道
行
く

人
に
見
上
げ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動

　
　

ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

　7月 2日に加古川市

で開催された全日本中

学校通信陸上競技大会

兵庫県大会で、女子

100ｍに出場した香住

第一中学校陸上部の森

田玲
れ い か

加さん（同中 3年、

香住区駅前）は、自己

ベストの 12 秒 46 を

記録。

　第 38 回全日本中学校陸上競技選手権大会（8月 19

日～、奈良市）の参加標準記録（12 秒 55）を突破し

たため、同大会への出場を決めました。

　森田さんの持ち味は、身長 156㎝と小柄ながら強じ

んなバネと足首の強さを生かした伸びやかな走り。ス

トライドを大きくとり、後半に勝負をかけるタイプです。

　全国大会出場前の 8月 17日に長瀬町長を表敬訪問し

た際、長瀬町長から「体調を整えて、練習の成果を発

揮してください」と激励を受けた森田さん。「順位に関

係なく、自分のベストの走りを目指したい」と力強く

語ってくれました。

　全国大会では 8月 21 日に予選に出場。12 秒 91 の

タイムを出したものの、決勝進出は惜しくも逃しました。

 香住第一中学校陸上部 森田玲加さん

全日本中学校陸上競技選手権大会に出場！
 村岡中学校 男子卓球部

全国中学校卓球大会に出場！
　8月 7 日に京都市で開催された第 60 回近畿中学校

総合体育大会（近畿大会）で準優勝を果たした村岡中

学校男子卓球部が、第 42回全国中学校卓球大会（8月

17日～、和歌山市）への出場を決めました。

　近畿大会では予選リーグを 1位で通過、決勝トーナ

メントを見事に勝ち上がりました。春日中学校（奈良県）

との決勝戦は、大熱戦の末、惜しくも敗れたものの、堂々

の準優勝を果たしました。

　全国大会出場を前にした 8月 12 日、長瀬町長と森

脇教育長を表敬訪問した部員の皆さん。長瀬町長が「全

国大会出場は香美町の誇りであり、とても名誉なこと。

練習の成果を存分に発揮してください」と激励すると

井上甲
か ん た

太主将（同中 3年、村岡区八井谷）は「一人ひ

とりができることをやって、全力で頑張りたい」と抱

負を語ってくれました。

　全国大会では 8月 18日、三木中学校（香川県）に快

勝して但馬勢初の全国 1勝を挙げたものの、決勝トー

ナメントへの出場は惜しくも逃しました。

▲ 全国大会を前に長瀬町長を表敬訪問した森田

さん（写真中央）と寺田浩
ひろ ふ み

史顧問（写真右）

▲  全国大会を前に長瀬町長と森脇教育長を表敬

訪問した村岡中学校男子卓球部の皆さん
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は
が
き
サ
イ
ズ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
思
い
思
い
の
魚
を
描
く「
魚
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
」。
今
年
は
、

力
作
３
０
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
20
点
を
選
び
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

第８回「魚の絵コンテスト」結果発表第８回「魚の絵コンテスト」結果発表

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
農
林
水
産
課

1「仲良し親子の鯛」 2「虹色の魚」 3「すいすい　うみのなかまたち」 4「うみの　うんどうかい」

5「なかよし」 6「しっぽのなが～い　さかな」 7「かたい　うろこで　まけないぞ」 8「黒まぐろと赤えい」

9「クルクル魚」 10「えものだ、いただきます」 11「リュウグウノツカイ」 12「サンゴの海の生き物たち」

13「ゴツゴツ岩のトラウツボ」 14「海の中の写真撮影 ～ニッコリ笑ってパシャ～」 15「聖なる　タチウオ」

16「およぐ魚」 17「ハリセンボンのじまんのトゲトゲ」

18「世界中から遊びにきた魚たち」 19「がんばれ！サケ！」

20「２匹の魚」 21「夢幻魚」

最優秀賞

1 丸尾 文
ふみこ

子（新温泉町湯）

優秀賞

2 田村 直
なおや

也 ( 青葉保育園 3歳 )

3 板倉 南
みなみ

実 ( 柴山小 1年 )

4 藤原 瑠
る い

生 ( 柴山小 1年 )

5 中村 心
み ゆ

優 ( 新温泉町立浜坂東小 1年 )

6 松井 泰
たいせい

晟 ( 佐津小 2年 )

7 神田 真
まひろ

光 ( 佐津小 2年 )

8 田村 一
かずま

馬 ( 香住小 3年 )

9 浦瀬 怜
れいか

香 ( 柴山小 3年 )

10 山盛 彪
ひょうま

馬 ( 奥佐津小 3年 )

11 谷口 隆
たかもと

元 ( 新温泉町立浜坂東小 3年 )

12 秋山 大
たいせい

成 ( 新温泉町立温泉小 3年 )

13 亀村 将
しょうご

吾 ( 奥佐津小 4年 )

14 西田 葉
は な

夏 ( 奥佐津小 4年 )

15 大
おおひつ

櫃 摩
まひろ

尋 ( 新温泉町立温泉小 4年 )

16 松井 里
り さ こ

桜子 ( 新温泉町立温泉小 4年 )

17 市川 菜
なつき

月 ( 愛知県岡崎市立広
ひろはた

幡小 4年 )

18 藤原 彪
たける

( 香住小 4年 )

19 小谷 祥
しょうこ

子 ( 奥佐津小 6年 )

20 三
みすみ

角 桃
ももの

乃 ( 豊岡市立豊岡南中 3年 )

21 東
し ょ う じ

海林 紘
ひろし

( 福島県郡山市 )
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文 

芸 

か 

み

香
住
短
歌
会

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属

　

の
各
団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

患者満足度調査を実施
公立香住病院

●問い合わせ先　公立香住病院事務局

　今後の経営戦略を検討・立

案する際の基礎資料とするた

め、公立香住病院に通院・入

院している皆さんに対して満

足度などの実態を調査します。

　より良い病院づくりのため、皆さんのご協力をお

願いします。

対象

公立香住病院の通院・入院患者

内容

　病院に対する満足度（待ち時間、職員の接遇、通

院・入院環境など）

期間

9 月 26 日（月）～ 10月 7日（金）

方法・結果の公表

　病院内でアンケート用紙を配付しますので、ご回

答いただき、病院内に備え付けの回収箱へ投函して

ください。病院職員へ直接お渡しいただいても結構

です。

　調査結果は病院ホームページや町広報などでお知

らせします。

　豊岡年金事務所が出張年金相談窓口を開設します。

相談には、年金手帳などの基礎年金番号がわかるも

のをご持参ください。

　なお、代理でお越しになる場合は、委任状と代理

者の身分証明書（運転免許証など）が必要です。

●と　き　10月 12 日（水）10:00 ～ 16:00

●ところ　村岡地域局

出張年金相談窓口を開設
年金に疑問や不安はありませんか？

●問い合わせ先

　役場町民課・各地域局健康福祉課

　豊岡年金事務所　℡ 0796・22・0948

豊岡年金事務所から

お知らせ

年金相談日の時間変更
月～金曜日…8:30 ～ 17:15

第２土曜日…9:30 ～ 16:00

※ 9月末まで

降
り
そ
そ
ぐ
光
の
中
で
ホ
ー
ケ
キ
ョ
と
友
を
呼
び
し
や

彼
女
呼
び
し
や　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井 

清
子

抜
か
れ
て
も
又
抜
か
れ
て
も
懲
り
も
せ
ず
雑
草
は
我
に

挑
み
て
は
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

柴
山
港
潮
の
満
ち
く
る
夕
闇
は
小
舟
の
眠
る
母
の
ふ
と

こ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

二
十
代
の
齢
も
戦
地
も
刻
ま
れ
し
墓
石
は
語
る
生
き
抜

く
意
味
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
村 

美
砂
子

被
災
地
に
花
よ
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
く
れ
数
多
の
命
ま
よ

え
る
岸
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

日
盛
り
の
入
江
の
村
の
佇
ま
い
海
の
字
を
持
つ
父
の
命

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

水
無
月
の
海
は
穏
や
か
に
広
が
れ
ど
親
し
き
歌
友
の
死

胸
に
突
き
刺
さ
る　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

青
々
と
晩
夏
の
田
ん
圃
は
静
か
な
り
蘇
武
を
見
て
悠
然

と
飯
を
食
う
農
夫　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

陰
に
あ
る
数
多
の
支
え
に
生
か
さ
れ
ぬ「
お
陰
さ
ま
で
」

と
七
十
路
も
生
き
ん　
　
　
　
　
　
　

玉
置 

美
佐
子

わ
が
頭
上
を
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
旋
回
し
緊
急
着
陸
の
態

勢
に
入
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

道
端
の
地
蔵
の
前
掛
新
し
く
換
え
ら
れ
て
を
り
盆
の
近

け
れ
ば　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

セ
ル
リ
ア
ン
ブ
ル
ー
の
海
へ
と
続
く
裏
小
路
大
阪
弁
の

子
ら
走
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

あ
え
ぎ
つ
つ
傘
寿
も
中
ば
す
ぎ
こ
せ
ど
残
暑
き
び
し
く

蝉
と
鳴
き
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田 

素
子

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

毎
月
第
二
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 23年 8月 22 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

夏
風
邪
を
引
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
、

不
摂
生
が
た
た
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
な
ん
と
も
お
恥
ず
か
し
い

こ
と
で
す
▼
健
康
も
そ
う
で
す

が
、
防
災
も
日
ご
ろ
の
備
え
が

肝
心
で
す
。
東
日
本
大
震
災
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
強
く
感

じ
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
▼
「
そ
の
時
、
何
が
で

き
る
か
」
も
命
を
守
る
う
え
で

必
要
な
こ
と
で
す
が
「
今
、
何

を
し
て
お
く
べ
き
か
」
を
日
ご

ろ
か
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
防
災
・
減
災
の
第
一
歩
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（7/23 ～ 8/19）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（7/23 ～ 8/19）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

三
輪
車
が
商
店
街
を
爆
走
！

第
38
回
村
岡
ふ
る
里
祭
り
（
８
月
６
日
、
村
岡
商
店
街
）

　

地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
「
第
38
回
村
岡
ふ
る
里
祭
り
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
８
月
６
日
、
村
岡
商
店
街
で

盛
大
に
行
わ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
商
店
街
は
、
こ
の
祭
り
の
た

め
に
歩
行
者
天
国
に
。
ち
ょ
う
ち
ん
や
七
夕
飾

り
で
彩
ら
れ
た
沿
道
に
は
数
多
く
の
夜
店
が
並

ん
だ
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
の
精
鋭
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
た

「
爆
笑
三
輪
車
大
会
」
は
、
大
人
が
三
輪
車
に

乗
り
、
４
人
で
４
０
０
ｍ
の
コ
ー
ス
を
リ
レ
ー

し
て
競
う
も
の
。
コ
ー
ス
途
中
に
設
け
ら
れ
た

ラ
ム
ネ
の
一
気
飲
み
や
カ
キ
氷
の
早
食
い
な
ど

の
関
門
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
必
死
に
ペ
ダ

ル
を
踏
む
姿
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
笑

い
声
と
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
会
場
で
は
村
岡
小
学
校
音
楽

隊
の
パ
レ
ー
ド
や
、
殿
様
や
お
姫
様
、
や
っ

こ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
を
身
に
着
け

た
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
村
岡
藩
山
名
子

ど
も
大
名
行
列
」
な
ど
も
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
沿
道
は
祭
り
ム
ー
ド
一
色
に
染
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

入
館
者
１
０
０
万
人
達
成
！

（
７
月
31
日
、
村
岡
区
和
池
「
木
の
殿
堂
」）

　

７
月
31
日
、
村
岡
区
和
池
の
自
然
学
習
施
設
「
木
の
殿
堂
」

の
入
館
者
が
１
０
０
万
人
を
達
成
し
、
記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
村
岡
区
宿
の
中
村
絹
代

さ
ん
と
絢あ

や

ね音
さ
ん
（
６
歳
）
の
親
子
は
「
１
０
０
万
人
目
と
な
っ

て
、と
て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。こ
こ
に
あ
る
木
の
お
も
ち
ゃ

は
、
温
も
り
が
あ
っ
て
子
ど
も
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
遊

び
に
来
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
記
念
品
と
し
て
、
長

瀬
町
長
が
木
製
パ
ズ
ル
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
建
築
家
の
安
藤
忠
雄
氏
の
設
計
で
、
平
成
６
年

５
月
に
県
立
施
設
と
し
て
開
館
。
昨
年
か
ら
町
が
指
定
管
理
者

と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
森
と
海
と
太
陽
を
テ
ー
マ
に
、
木

の
持
つ
力
強
さ
や
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
木

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
内
装
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
館
内

に
は
木
や
森
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

木
材
を
利
用
し
た
工
作
教
室
な
ど
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
て
、

自
然
の
豊
か
さ
、
奥
深
さ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
多
く
の

人
か
ら
好
評
で
す
。

　

各
種
教
室
な
ど
の
開
催
日
や
内
容
な
ど
は
、
木
の
殿
堂
（
℡

０
７
９
６
・
96
・
１
３
８
８
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲沿道からの歓声にこたえる選手

▲勇壮な山名子ども大名行列

▲入館 100 万人目となった中村さん親子
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海
や
魚
に
親
し
も
う
と
８
月
５
日
、香
住
区
下
浜
の
三
田
浜
海
水
浴
場
で「
魚

と
ち
び
っ
こ
」（
香
住
観
光
協
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
網
を
掛
け
声
と

と
も
に
浜
辺
に
引
き
寄
せ
て
魚
を
捕
る
「
地じ

び

き曳
網
」
や
、
浜
辺
に
埋
め
ら
れ
た

カ
プ
セ
ル
を
探
し
出
し
、
中
に
入
っ
た
数
字
に
よ
っ
て
賞
品
を
も
ら
う
「
大
宝

さ
が
し
」
を
行
う
も
の
で
、
夏
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
る
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
曳
網
に
は
約
２
０
０
人
が
参
加
。
入
江
に
弧
を
描
く
よ
う
に
張
ら
れ
た
網

を
、
二
手
に
分
か
れ
た
参
加
者
が
掛
け
声
と
と
も
に
引
き
寄
せ
ま
す
。
な
か
に

は
網
に
引
き
ず
ら
れ
る
子
ど
も
も
い
て
、
大
き
な
笑
い
声
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
の
矢
引
尚な

お
く
ら蔵

く
ん
は
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。

今
年
、
幼
稚
園
に
入
園
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
力
強
く
網
を
引
い
て
い
ま
し

た
。「
網
は
重
か
っ
た
け
ど
、
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
一
生
懸
命
引
き
ま
し
た
。

網
の
中
に
は
知
ら
な
い
魚
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
き
な
魚
が
入
っ
て
い
る
よ
ー
！

魚
と
ち
び
っ
こ
（
８
月
５
日
、
香
住
区
下
浜
「
三
田
浜
海
水
浴
場
」）

▲力を合わせて網を引く子どもたち

　

屋
外
で
布
玉
を
投
げ
合
っ
て
勝
敗
を
競
う
「
第
９
回
兵
庫
県
真
夏
の
雪
合

戦
大
会
」
が
８
月
７
日
、
小
代
健
康
公
園
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
参
加
し

た
４
チ
ー
ム
が
真
夏
の
太
陽
の
下
、
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
１
チ
ー
ム
７
人
で
出
場
。
縦
40
ｍ
、
横
10
ｍ
の
芝
生
の
コ
ー

ト
内
で
雪
球
に
似
せ
た
布
製
の
室
内
公
式
球
を
相
手
に
当
て
た
り
、
敵
陣
の

旗
を
奪
っ
た
り
す
る
こ
と
で
勝
敗
を
決
め
ま
す
。
選
手
は
所
狭
し
と
コ
ー
ト

を
駆
け
回
な
が
ら
敵
陣
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。　

　

町
内
か
ら
出
場
し
た
選
手
の
一
人
は
「
飛
び
交
う
球
を
か
い
く
ぐ
り
な
が

ら
、
敵
陣
め
が
け
て
突
進
し
て
い
く
ス
リ
ル
が
た
ま
ら
な
い
」
と
興
奮
気
味

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

１
位 

ホ
ソ
カ
ワ
軍
団
（
小
代
区
）、
２
位 

兵
庫
Ｔ
ー
７
（
小
代
区
）、
３

位 

大
和
野
郎
（
村
岡
区
）・
チ
ー
ム
☆
ち
び
っ
こ
（
西
宮
市
）

実
力
伯
仲
！　

真
夏
の
雪
合
戦
！

第
９
回
兵
庫
県
真
夏
の
雪
合
戦
大
会
（
８
月
７
日
、
小
代
健
康
公
園
）

▲敵陣をうかがう選手たち

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
ｄ
ａ
ｙ
「
新
橋
」
！

新
余
部
橋
り
ょ
う
「
満
１
歳
お
め
で
と
う
！
」
お
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
８
月
20
日
、
余
部
小
学
校
体
育
館
）

　

昨
年
８
月
12
日
に
開
通
し
た
新
余
部
橋
り
ょ
う
が
開
通
１
周
年
を
迎

え
た
こ
と
を
記
念
し
て
８
月
20
日
、
余
部
小
学
校
体
育
館
で
新
余
部
橋

り
ょ
う
「
満
１
歳
お
め
で
と
う
！
」
お
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
す
っ
か
り
余
部
の
風
景
に
な
じ
ん
で
き
た
新
橋
の
満

１
歳
を
祝
お
う
と
余
部
連
合
自
治
会
な
ど
が
主
催
し
た
も
の
。
同
会
の

山
本
美
津
男
会
長
は
「
昨
年
の
開
通
時
に
は
余
部
地
区
の
皆
さ
ん
と
新

橋
と
同
じ
長
さ
（
41
・
５
ｍ
）
の
も
ち
を
作
っ
て
祝
っ
た
が
、
そ
れ
が

昨
日
の
こ
と
の
よ
う
。今
日
は
皆
さ
ん
で
新
橋
の
満
１
歳
を
祝
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
余
部
小
学
校
児
童
代
表
で
同
小
６
年
の
中
村

成ま

さ

し志
く
ん
（
香
住
区
西
）
と
橋
本
蓮れ

ん

さ
ん
（
同
区
市
午
）
が
「
地
域
の

自
慢
で
あ
る
新
橋
は
余
部
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。大
切
に
し
て
い
き
た
い
」

と
作
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
約
２
０
０
人
の
余
部
地
区
の
皆
さ
ん
と
ハ
ッ
ピ
ー

バ
ー
ス
デ
ィ
の
歌
を
合
唱
し
た
後
、
新
橋
と
同
じ
満
１
歳
を
迎
え
た
４

人
の
子
ど
も
と
そ
の
お
父
さ
ん
た
ち
が
、
会
場
に
準
備
し
て
あ
っ
た

ケ
ー
キ
の
前
に
。
こ
の
ケ
ー
キ
は
縦
、
横
と
も
約
１
ｍ
の
巨
大
な
も
の

で
、
新
橋
を
か
た
ど
っ
た
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
施
し
て
あ
り
、
切
り
分
け

る
と
約
２
０
０
人
分
に
な
り
ま
す
。

　

４
組
の
親
子
は
、
合
図
と
と
も

に
一
斉
に
ろ
う
そ
く
の
火
を
消
し
、

ケ
ー
キ
に
入
刀
し
ま
し
た
。

　

ろ
う
そ
く
の
火
を
消
し
た
田
中
あ

つ
み
さ
ん
、菜
々
美
ち
ゃ
ん
親
子
（
香

住
区
西
）
は
「
昨
年
７
月
に
生
ま
れ

た
こ
の
子
は
余
部
鉄
橋
の
こ
と
は
知

り
ま
せ
ん
。
新
橋
と
一
緒
に
年
を
重

ね
、
元
気
に
健
や
か
に
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

▲誕生日ケーキのろうそくを吹き消す親子の皆さん
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住
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香
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メ
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ホ
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役場本庁舎　36・1111
　　　　　　(代表 )
　総 務 課　36・1111
　財 政 課　36・1942
　企 画 課　36・1962
　税 務 課　36・1113
　会 計 課　36・4321
　町 民 課　36・1110
　  消費生活相談窓口　36・1941
　健 康 課　36・1114
　福 祉 課　36・1964
　農林水産課　36・0846
　観光商工課　36・3355
　建 設 課　36・1961
　上下水道課　36・0420
　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321
　　　　　　(代表 )　
小代地域局　97・3111
　　　　　　(代表 )　
　地域振興課　97・3370
　健康福祉課　97・3375
　農林建設課　97・3373

教育委員会　94・0101
　香住分室　36・3764
　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166
公立村岡病院　94・0111
香住地域福祉センター
　　　　　   36・4345
香住老人福祉センター
　　　　　　36・5008
村岡老人福祉センター
　　　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター
　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）
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まちのうごき

（平成 23 年 8 月 1 日現在）

合　計　20,704 人（－  22）

　男　　 9,855 人（－  12）

　女　　10,849 人（－  10）

世帯数  6,873 世帯（－  10）

カッコ内は前月比

が
あ
り
ま
し
た
が
、
葉
が
緑
色
に
な
り
黄
金
の
松
に
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
黄
色
が
か
っ
た
新
芽
を
違
う
松

の
苗
木
に
継
ぎ
木
を
し
て
、
そ
の
特
徴
を
後
世
に
残
し
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
育
て
ら
れ
た
「
黄
金
の
松

の
子
ど
も
た
ち
」
は
柴
山
小
学
校
の
児
童
を
は
じ
め
地
域
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
自
然
環
境
の
な
か
で
、
ま
ば
ゆ
い
光
を
放
ち
、
多

く
の
人
を
引
き
付
け
て
き
た
黄
金
の
松
。
今
、
そ
の
子
ど
も

た
ち
が
地
域
で
育
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
の
願
い
を
そ
の

身
に
受
け
な
が
ら
…
。

に
生
え
る
松
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
て
、
ま
る
で
大
空

に
根
を
張
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
そ
の
特
徴
的
な
色
や

姿
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
厚
い
保
護
活
動
な
ど
か
ら
、
昭
和

53
年
（
１
９
７
８
年
）
に
旧
香
住
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
松
の
近
く
で
は
大
正
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

金
が
採
掘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
沖
浦
鉱
山
と
呼
ば
れ
、
採
掘

さ
れ
た
金
を
含
む
鉱
石
は
船
に
積
み
込
ま
れ
、
陸
へ
と
輸
送

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
黄
金
の
松
の
前
方
に
見
え
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
柱
の
よ
う
な
も
の
は
、
鉱
石
を
船
に
積
み
込
む
た

め
の
桟
橋
の
橋
脚
だ
っ
た
も
の
で
、
今

で
も
そ
の
当
時
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
頃
に
枝
の
一
本
が
枯
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
周
辺

の
松
に
松
く
い
虫
被
害
で
立
ち
枯
れ
て

い
る
も
の
が
目
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
黄

金
の
松
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
て
検
査

を
実
施
。
そ
の
結
果
、
立
ち
枯
れ
の
原

因
と
な
る
※

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

い
つ
松
く
い
虫
の
被
害
に
遭
う
か
分
か

ら
な
い
の
で
、
そ
の
子
孫
を
増
や
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
に
も
種
を
採
取
し
育
て
た
こ
と

　

海
岸
線
が
入
り
組
み
、
天
然
の
良
港
と
し
て
古
く
か
ら
知

ら
れ
て
い
る
香
住
区
の
柴
山
港
。
江
戸
時
代
初
期
の
寛
文
12

年
（
１
６
７
２
年
）、
江
戸
幕
府
の
指
示
で
豪
商 

河
村
瑞ず

い

け

ん賢

が
出で

わ

の

く

に

羽
国
（
今
の
山
形
県
と
秋
田
県
に
ほ
ぼ
相
当
）
か
ら
日

本
海
沿
岸
、
瀬
戸
内
海
な
ど
を
経
て
江
戸
に
物
資
を
輸
送
す

る
「
西
廻ま

わ

り
航
路
」
の
寄
港
地
と
し
て
整
備
、
現
在
も
避
難

港
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
柴
山
港
の
西
側
入
り
口
付
近
、
山
す
そ
の
荒
々
し
い

岩
肌
に
張
り
付
く
よ
う
に
し
て
「
黄
金
の
松
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
松
の
葉
は
通
常
の
も
の
に
比
べ
て
黄
色
が
か
っ
て
い

て
、
春
先
の
柔
ら
か
な
日
の
光
を
浴
び
る
と
全
体
が
黄
金
に

光
り
輝
い
て
見
え
ま
す
。
荒
れ
る
冬
の
日
本
海
で
風
雨
に
耐

え
抜
い
て
き
た
黄
金
の
松
。
ね
じ
曲
が
っ
た
そ
の
姿
は
平
地

第
15
回

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

 

町
指
定
文
化
財黄こ

が

ね金
の
松

※マツノザイセンチュウとは…
　体長１mmにも満たない線虫の一種。自力で松から松へ移動す
ることができないため、松を移動しながら産卵するマツノマダラ
カミキリというカミキリムシの体内に潜り込み、松の中で増殖す
ることで多くの立ち枯れを引き起こす


